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＜あらまし＞
これまで本学・日本画研究室においては、社会への芸
術発信や学部生・大学院生の専門性向上等を意図した取
組として、小中学校における毛筆画指導の活動を進めて
きた。本稿では、それらの取組のうち洛西地域に所在す
る京都市立境谷小学校において2012年度より行ってきた
毛筆画指導について概観するとともに、参画した学部生・
大学院生に対する教育的意義について考察する。

＜キーワード＞
日本画教育、小大連携、毛筆画指導、臨画、社会発信

1．はじめに

近年、大学による地域貢献活動が活況を呈している。教
育・研究活動に加えて、このような地域貢献活動が求め
られ多くの大学がそれに取り組んでいる背景には、人口
構造に関する要因や地域経済との関係による要因、そし
て大学のあり方に関する要因等が存在することが指摘さ
れている 1。地域の実状や大学の専門分野等の立ち位置に
よって異なる事情があると考えられるが、芸術系大学に
おいても地域貢献活動の要請は高まりつつあることは例
外ではないといえよう。
本学・日本画研究室では 2008 年より、京都市内を中心
とした小中学校における日本画指導等により、教員の専
門性を生かした特色ある地域貢献活動を展開してきた。
　しかし、本学・日本画研究室が意図しているのは、大
学教員や学生による純粋なボランティアとしての地域貢
献活動ではない。地域社会において美術的な価値を創出
することを芸術系大学が担うだけではなく、学部生・大
学院生が児童・生徒に日本画教育を行う現場を経験する
ことによって、自身の芸術的専門性を高める契機とする

ことを目的としている。本稿においては、これまで 5カ
年にわたって本学と京都市立境谷小学校とが芸術連携と
して行ってきた毛筆画指導について概括し、2016 年度の
実践を事例として学部生・大学院生への教育的効果につ
いて考察することとする。

2．  本学と京都市立境谷小学校との芸術連携事業と
しての毛筆画指導

京都市西京区・洛西ニュータウンに位置する京都市立
境谷小学校は、本学から至近の徒歩圏内である。2011 年
9 月、本学・教職課程研究室と境谷小学校との連携によっ
て、本学の卒業生が小学校内で制作活動を行う「境谷小
レジデンス」がスタートしている 2。このような連携体制
に基づき、2012 年には第 1回目の図画工作科の授業にお
ける毛筆画指導が企画された。この企画は当時、本学・
美術研究科博士（後期）課程に在籍していた竹内の修了
研究 3の一部として、そして京都市立境谷小学校の校内研
究を兼ねる形で立案された。その概要は下記のとおりで
ある 4。

・日　　時：　2012 年 6 月
・題 材 名：　黒と白とで あざやかに（計 7時間）
・対象学年：　3年生（33 名）
・指 導 者：  　3年生担任、日本画研究室教員、日本画

　研究室学部生・大学院生（11 名）

毛筆画指導の対象となった 3年生児童は、国語科の書
写において毛筆学習を始めたタイミングでもあり、墨と
筆を使用することを経験していた。毛筆画においては、書
写での筆法に加えて墨の「濃淡」「にじみ」「かすれ」な
どに関する技法の習得が必要となる。このため、この毛
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筆画指導においては粉本を使用して、3年生児童がこれを
臨写する活動を設定することとした。実際に使用した粉
本は、本学の前身である京都府画学校の東宗教員を務め
た望月玉泉（1834-1913）が日本画指導のために描いたと
考えられる 5種である（図 1～ 5。いずれも本学・教職課
程研究室所蔵）。指導にあたっては、実物から電子スキャ
ナーによって作成したデジタルデータをもとに、A3 用紙
にカラー印刷したものを児童全員に配布して使用に供し
た。
この毛筆画指導に際しては、3年生児童に対して日本画
研究室教員が直接指導する場面をできるかぎり抑え、学
部生・大学院生が児童の前面に立って技法の指導を行う
ことを意図した。具体的には、各学部生・大学院生が前
述の粉本の 1つを担当し、児童の前で描いて見せる実演
指導を行うこととした（図 6）。このため、学部生・大学
院生は事前に粉本に関する研究を行い、運筆や筆順など
の検討を進めており、日本画研究室教員がその指導にあ
たっている。学部生・大学院生は、日本画研究室教員の
専門性を自身の視点から 3年生児童に伝える活動を通し
て、筆使いや調墨等の造形活動における感覚や認識の言
語化を試みることとなる。このような造形活動（日本画
実技）をめぐる感覚や認識に関する言語活動の経験は、学
部生・大学院生の専門的力量の形成につながるのではな

いかと考えた。
上述の意図によって展開された学部生・大学院生を軸
とする京都市立境谷小学校における毛筆画指導は、2012
年度以降も継続し、現在に至っている。各年度の実施状
況は下記の通りである。

・2013 年度
2013 年 6 月実施、学部生・大学院生：4名参加

・2014 年度
2014 年 6 月実施、学部生・大学院生：4名参加

・2015 年度
2015 年 7 月実施、学部生・大学院生：5名参加

・2016 年度
2016 年 11 月実施、学部生・大学院生：5名参加

実施 5年目を迎えた 2016 年度も、これまでと同様の形
態で学部生・大学院生の専門的力量形成を意図した毛筆
画指導を展開している。次章においては、2016 年度の京
都市立境谷小学校における毛筆画指導に参加した大学院
生に対して、どのような教育的効果があったのかについ
て論じることとする。

3．学部生・大学院生を軸とした毛筆画指導の意義

2016 年度に行った実践においても、これまでと同様の
手続きによって 3年生・図画工作科の授業内で毛筆画指
導を行った。以下に各人員の役割分担等を時系列によっ
て示す。

2016 年 9 月　・京都市立境谷小学校との打ち合わせ
 （竹内／奈良教育大学）
　　　　　　・本学内での教員打ち合わせ
 （川嶋・三橋・横田／以上 本学）
同年 10 月　 ・  京都市立境谷小学校での毛筆画指導

先行実施（「お手本との出会い」「自
力で描いてみる」） （竹内）

　　　　　　・  先行実施における児童からの質問・
反応等を日本画研究室に報告

 （竹内・横田）
　　　　　　・  児童の質問等をもとにした指導方法

の検討、および大学院生への実技指
導 （川嶋・三橋）

同年 11 月　 ・  日本画研究室の教員、大学院生によ
る毛筆画指導の本実施（「描き方を学
ぶ」） （川嶋・三橋・横田・竹内）

同年 12 月　 ・  今年度実践の総括および次年度の方
針策定 （川嶋・三橋・横田・竹内）

図 1　粉本「蕪」 図 2　粉本「狗子」

図 3　粉本「湿地茸」 図 4　粉本「葡萄」

図 5　粉本「山茶花」 図 6　実演指導の様子
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今回の毛筆画指導は合計 5時間の題材であり、具体的
には「お手本との出会い」（使用する粉本を鑑賞し、学習
のめあてをもつ段階／全 1時間）、「自力で描いてみる」
（選んだ粉本をもとにして臨写することに挑戦する段階
／ 2時間）、「描き方を学ぶ」（日本画研究室の大学院生に
よる実演・個別指導をもとにして運筆・調墨について学
習する段階／2時間）、の各段階によって構成されている。
本実践と位置付けた「描き方を学ぶ」においては、5名

の大学院生が実演指導と個別指導を行う時間を設定して
いる。それぞれの大学院生が担当する粉本を臨写する様
子を演示し、その過程で運筆や調墨についての具体的な
指導を口頭で行った（図 7・8）。その際、大学院生は 3年
生児童に伝わりやすい説明となるよう、オノマトペを交
える等、言語化の工夫を行う姿が見られた。実演指導の
後、大学院生は描く事に挑戦する児童を個別に指導・支
援する活動を行った（図 9）。この時にも、これまでに習
得した日本画実技に関する感覚や認識等を児童に伝達す
るために手を取って指導したり、手本を見せたりする様
子が多く見られた。
あわせて 90 分間程度の毛筆画指導であったが、表現活

動に対する満足感が児童作品（図 10）からうかがえると
ともに、院生にとっては指導の前面に立つことによって
日本画をめぐる感覚や認識を自覚したり、自身の経験を
もとにしてそれらを再構築したりする契機になったので
はないかと考えた。今回の毛筆画指導に関与することが
院生の学びにどのように影響したのかについて検討する
ため、すべての実践が終了した後、大学院生に対して自
身の専門的力量の形成に対してどのような効果があった
のかについて質問したところ、以下のような 5件の自由
記述を得ることができた（原文から一部を抜粋。下線お
よび番号は引用者による）。

「実は私たちも今回のワークショップのために何日
か前から、制作の合間にコツコツと練習してきまし
た。どうやって伝えようか、小学校三年生ってどん
な感じだろう【1】、そもそもまずお手本が描けないと」
（大学院生 A）

「普段の制作では三次元の対象物を二次元的な線に
置き換え、そのものの捉え方を探りながら絵を描い

図 8　同上 図 10　3 年生児童による臨写作品

図 7　大学院生による実演指導 図 9　大学院生から児童への個別指導
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ていますが、この "お手本を運筆する "という行為は
古人の作品から美しい線を学びそれをまた自然に還
元して対象を捉え直すことができるとても良い学び
だと思っております【2】」（大学院生 B）

「「教える」ということは、それを知っていないとい
けないので【3】、自身で勉強するときには無い責任が
ついてくる。それは半ば強制的に自分自身の知識や
技術を向上させるので、私は今回のワークショップ
に参加して良かったと思う」（大学院生 C）

「持っている個性を大切にしながら、新しいものを学
び楽しむ【4】。子どもたちが教えてくれるその姿勢を
忘れず、制作に励みたいと思います」（大学院生 D）

「また、墨一色の運筆での絵づくりは、後から消した
り描き直したりすることも出来ないので一回の作業
で決めていくことになります。そのため今回のワー
クショップで一筆一筆意識して描く墨絵に取り組ん
だことで、自分の制作でも筆の使い方や筆から絵の
具が下りていく感覚がより身に付き意識出来るよう
になったと感じています【5】。 普段の制作を少し見直
す良い経験にもなりました【6】」（大学院生 E）

大学院生 Aによる自由記述のうち下線部【1】からは、
毛筆画指導をすすめるにあたって、「コツコツと練習して
きた」ことで習得した内容を児童に伝えるための方途に
ついて検討を行った様子をうかがうことができる。日本画
の運筆指導においては筆圧や筆を動かす速さ、そして筆
に含ませる墨の量など、感覚的に理解させることが求め
られる内容が含まれている。上記の記述はこの内容を伝
達することの難しさへの気づきでもあると推察される。毛
筆画指導を実施する前に大学院生が実際に行った実演指
導のための練習では、「他者に感覚を伝えること」を意識
して運筆方法の習得をめざしている姿が見られた。
また、大学院生 Bの自由記述のうち下線部【2】では、
実景を見て描くことと粉本をもとにして描くことを比較
することによって、臨画の教育的意義について考察して
いたことを読み取ることができる。大学院生が毛筆画指
導への参画を通して、「古人の作品から美しい線を学びそ
れをまた自然に還元して対象を捉え直す」という行為の
意義について実感をもって理解することは、自身の制作
活動を省察する契機となり、日本画の専門的力量形成に
も資するものであると考えられる。
一方で、指導する立場を経験することによる専門的力
量を形成することの重要性に対する気づき（下線部【3】）
や、大学院生自身が実技を学ぶことの意味に関する気づ

き（下線部【4】）についても大学院生 C・Dによって言
及されている。これらの記述は、今回のワークショップ
と研究室での日常の日本画実技に関する学習とが有効に
機能しあっていることを示唆するものであるといえる。
そして大学院生 Eの自由記述においては、今回の毛筆
画指導への参画によって「自分の制作でも筆の使い方や
筆から絵の具が下りていく感覚がより身に付き意識出来
るようになったと感じています」（下線部【5】）と示され、
自身の学びについての具体的な分析がなされている。毛
筆画指導において大学院生 Eは ,「筆から絵の具が下りて
いく」という概念化が難しい感覚を小学校 3年生に指導
するため、そのような感覚を言語化したり実演指導した
りすることを試みていた。このような経験によって、そ
れまで曖昧であった日本画実技に関する感覚や認識等を
概念化することができたと推察される。このような毛筆
画指導に参画することによる大学院生に対する教育的効
果は、「普段の制作を少し見直す良い経験にもなりまし
た」（下線部【6】）という大学院生 Eによる記述箇所に集
約されているのではないかと考えられる。

4．総括と今後の展望

ここまで、今年度で 5年目を迎える京都市立境谷小学
校との芸術連携事業としての毛筆画指導についての概括
を行うとともに、2016 年度に参加した大学院生に対する
教育的意義についての考察を試みた。今年度のワーク
ショップでは、小学校の児童に対して毛筆画指導を行う
経験を通して複数の大学院生が専門的力量の大切さに改
めて気づいていたことを自由記述から示すことができ
た。そして、本学における日常の日本画指導とワーク
ショップとが有効に関連していることや、大学院生に
とっても概念化が難しい感覚や認識を見つめ直す契機に
なったことを確認することができた点も本研究の成果で
あると考えている。
課題としては、大学と小学校の授業・行事等を効率的
に調整して、双方が負担感なく芸術連携事業を継続する
ための方法を模索していくことがあげられる。具体的に
は、学部生・大学院生に対してどのようにして本ワーク
ショップについての告知をし、どのようにして毛筆画指
導にむけた体制を構築していくのかが重要となる。また、
指導対象となる小学校児童の描画に関するレディネスを
共有することや、児童の実態について参加者全員が共有
しておくための機会をどのようにして担保するのかにつ
いても、次年度以降に向けた検討課題になる。
これまで取り組んできた実績を活用し、さらに学部生・
大学院生の学びを効果的なものにするためには、本ワー
クショップを本学・日本画教育のカリキュラムに位置付
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けることが必要であると考える。運筆の実技や粉本の使
用に関する日々の学習とワークショップとを関連付ける
ことで、実技に関する高い教育効果を期待することがで
きる。今後も芸術連携事業を継続し、日本画を地域社会
に向けて発信することが学部生・大学院生の専門的力量
形成につながる、実践的な学びの場としていきたい。

＜付　記＞
本研究は、京都芸術教育コンソーシアム・京都芸術教
育研究事業の取組として実施しています。
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